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１月17日　三吉梵天祭：村梵天の勇壮な先陣争い

十
二
月　

十
三
日
（
土
）
午
前
十
時　

煤
　払
　い
　式

十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時　

師
走
大
祓
式

　

一
月　
　

一
日
（
木
）
午
前
零
時　

歳
　旦
　祭

　

一
月　

十
七
日
（
土
）
午
前
六
時　

梵
　天
　祭

　

一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時　

ど
　ん
　と
　祭

宮
司　

田　

村　

泰　

教

　

戦
後
最
悪
の
火
山
災
害
と
な
っ
た
九
月
の
御
嶽
山

水
蒸
気
爆
発
。
同
じ
山
岳
信
仰
の
道
に
仕
え
る
者
に

と
っ
て
は
決
し
て
他
人
事
で
な
く
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈
る
ば
か
り
だ
。
▽
木

曽
節
で
も
知
ら
れ
る
霊
山
は
、
役
小
角
が
開
山
し
、

古
く
か
ら
富
士
山
と
並
び
称
さ
れ
る
信
仰
の
山
。
近

年
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
開
通
し
、
三
時
間
ほ
ど
で
標

高
三
〇
六
七ｍ
（
日
本
第
十
四
番
目
）
の
頂
に
達
し
、

山
頂
か
ら
の
景
色
な
ど
を
比
較
的
容
易
に
満
喫
で
き

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
登
山
者
の
人
気
も
高
か
っ

た
。
▽
絶
好
の
登
山
日
和
の
週
末
、
し
か
も
頂
上
付

近
が
最
も
賑
わ
う
お
昼
時
。
も
と
よ
り
自
然
の
織
り

成
す
現
象
は
人
間
の
都
合
な
ど
お
構
い
な
し
と
は
い

え
、
余
り
に
も
噴
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
す
ぎ
た
。

▽
近
年
、
若
い
女
性
を
始
め
山
に
親
し
む
方
々
が
増

え
て
い
る
。
自
然
の
雄
大
さ
や
尊
さ
を
五
感
に
感
じ

な
が
ら
、
汗
を
か
き
自
分
の
足
で
頂
点
に
立
つ
達
成

感
や
清
涼
感
は
格
別
だ
。
▽
し
か
し
ま
た
、
自
然
の

大
き
な
力
の
前
で
私
た
ち
人
間
に
為
す
術す
べ

は
な
く
、

時
に
そ
の
猛
威
が
甚
大
な
傷
跡
を
残
す
こ
と
も
事

実
。
人
智
の
及
ば
ぬ
大
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

年
末
年
始
行
事
日
程
表
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全
国
の
三

吉
神
社
を
ご

崇
敬
の
皆
様

に
於
か
れ
ま

し
て
は
、
ご

壮
健
の
御
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
帯
廣
三
吉
神
社
は
帯
広
市

の
総
鎮
守
で
あ
り
ま
す
帯
廣
神
社
の

兼
務
社
と
し
て
古
く
か
ら
地
域
の

人
々
の
信
仰
を
集
め
、
平
成
十
八
年

に
は
御
鎮
座
百
年
を
迎
え
た
、
地
元

で
は
由
緒
あ
る
神
社
の
一
つ
で
す
。

  

私
自
身
も
、
秋
田
県
山
本
郡
浅
内

村
（
現
在
は
能
代
市
）
出
身
で
、
当

地
の
帯
広
秋
田
県
人
会
に
籍
を
置
い

て
か
ら
早
く
も
四
十
二
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
か
つ
て
は
帯
廣
三
吉
神
社

の
社
務
所
に
秋
田
県
人
会
の
事
務
所

が
置
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
は
、
年
間
通
し
て
神
社

の
祭
礼
毎
に
会
合
が
も
た
れ
て
、
社

殿
の
掃
除
や
境
内
の
草
刈
奉
仕
を
始

め
、
年
末
に
は
社
殿
の
煤
払
い
、
注

連
縄
作
り
な
ど
、
新
年
を
迎
え
る
準

備
も
含
め
て
、
帯
廣
三
吉
神
社
の
管

理
は
秋
田
県
人
会
有
志
に
よ
る
奉
賛

会
に
任
さ
れ
て
お
り
、
夏
の
時
期
に

は
神
社
の
境
内
に
櫓
が
立
っ
て
盆
踊

り
が
催
さ
れ
た
り
と
、
古
く
か
ら
地

域
の
皆
様
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
日
で
は
帯
広
秋
田
県
人
会
の
会
員

数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
往
年
の
賑
わ

い
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
地
元
の
三

吉
町
内
会
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
年
明
け
に
は
初
詣
の

篝
火
で
参
拝
者
を
お
迎
え
し
、
当
地
で

は
小
正
月
に
行
わ
れ
る
ど
ん
ど
焼
き
、

ま
た
節
分
厄
祓
い
の
奉
仕
な
ど
、
今
も

尚
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
三
吉
信
仰
の

一
端
を
担
う
こ
と
が
出
来
る
の
も
、
深

い
御
神
縁
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

  

こ
の
十
勝
帯
広
開
拓
の
時
代
か
ら
、
そ

の
時
代
、
そ
の
時
代
の
人
々
の
手
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
帯
廣
三
吉
神

社
の
境
内
に
は
﹁
秋
田
縣
人
会
有
志
﹂

と
刻
ま
れ
た
石
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
九
年
に
奉
納
さ
れ

た
一
対
の
石
燈
籠
は
、
既
に
八
十
年

に
及
ぶ
風
雪
に
よ
っ
て
傷
み
が
進
み
、

今
後
の
保
持
が
懸
念
さ
れ
る
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

を
憂
い
た
現
在
の
帯
広
秋
田
県
人
会

の
三
橋
利
雄
会
長
を
始
め
県
人
会
役

員
が
発
起
人
と
な
っ
て
有
志
を
募
り
、

石
燈
籠
修
復
の
為
の
募
財
活
動
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

又
、
こ
の
度
の
修
復
工
事
で
は
新

た
に
電
灯
設
備
が
増
設
さ
れ
、
夕
暮

れ
時
の
参
道
に
明
か
り
を
灯
す
石
燈

籠
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

近
隣
の
保
育
所
の
可
愛
ら
し
い
園

児
た
ち
が
賑
や
か
に
境
内
を
駆
け
回

り
、
学
校
の
写
生
会
で
は
画
板
を
手

に
し
た
小
学
生
が
、
思
い
思
い
の
場

所
に
腰
を
下
ろ
し
て
神
社
を
描
き
、

春
に
は
花
見
、
秋
に
は
観
楓
会
と
、

町
内
会
と
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
神
社
の
森
を
、
末
永
く
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
大
平
山
三
吉
神

社
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
関
係
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

写生会

元旦
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﹁
秋
田
に
も

牛
が
い
る
の

か
と
言
わ
れ

る
﹂

と
、
県
の
佐

竹
知
事
は
今

秋
、
畜
産
農

家
が
﹁
土
用
の
丑
の
日
﹂
の
鰻
に
対

抗
し
て
贈
っ
た
県
産
牛
肉
を
前
に
知

名
度
の
低
さ
を
嘆
い
た
そ
う
だ
。

　

現
在
、
県
内
の
銘
柄
牛
は
﹁
三
梨

牛
﹂﹁
羽
後
牛
﹂﹁
秋
田
由
利
牛
﹂
な

ど
、
二
十
五
種
類
も
あ
る
そ
う
だ
が
、

知
名
度
と
い
う
点
に
置
い
て
は
、
ほ

ぼ
ゼ
ロ
と
い
う
銘
柄
も
少
な
く
な
く
、

大
半
が
小
規
模
経
営
な
の
だ
そ
う
だ
。

　

平
成
二
十
四
年
の
農
林
水
産
省
統

計
に
よ
る
と
、
県
産
肉
牛
の
シ
ェ
ア

は
〇
・
八
％
、
四
十
七
都
道
府
県
中

三
十
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
。
一
％
未

満
と
い
う
事
は
﹁
牛
が
い
な
い
﹂
と

揶
揄
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

　

県
は
こ
の
様
な
状
況
を
打
破
す
べ

く
、
県
内
肥
育
牛
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド

﹁
秋
田
牛
﹂
の
認
知
度
を
高
め
る
と
共

に
生
産
を
拡
大
し
、
販
売
の
促
進
な

ど
を
進
め
る
﹁
秋
田
牛
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
﹂
を
十
月
六
日
に
発
足

し
、
会
長
に
は
知
事
が
就
任
。
席
上

﹁
秋
田
の
料
理
で
漸
く
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
が
誕
生
し
た
﹂
と
述
べ
た
。

　

同
日
の
記
念
講
演
で
は
東
京
食
肉

市
場
の
大
塚
常
務
様
は

　
﹁
頭
数
が
少
な
い
の
が
心
配
。
数
が

無
け
れ
ば
有
名
ブ
ラ
ン
ド
に
な
ら
な

い
。
一
頭
で
も
十
頭
で
も
増
や
し
て

い
け
ば
名
声
は
上
が
る
﹂
と
激
励
し

た
そ
う
だ
。

　

日
本
の
和
牛
に
代
表
さ
れ
る
﹁
松

阪
牛
﹂﹁
神
戸
ビ
ー
フ
﹂﹁
近
江
牛
﹂﹁
但

馬
牛
﹂﹁
前
沢
牛
﹂
な
ど
名
立
た
る
ブ

ラ
ン
ド
牛
は
全
て
黒
毛
和
種
。
こ
れ

ら
に
伍
す
る
べ
く
、
他
の
産
地
と
の

差
別
化
を
図
っ
て
い
く
狙
い
だ
。

　

特
徴
と
し
て
、
秋
田
県
産
黒
毛
和

種
で
あ
る
こ
と
。
米
粉
を
九
キ
ロ
以

上
使
用
す
る
な
ど
、
一
定
量
の
米
を

出
荷
前
六
カ
月
以
上
与
え
る
こ
と
。

肉
質
が
三
等
級 

以
上
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
条
件
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
﹁
あ
き
た

こ
ま
ち
﹂
に
代
表
さ
れ
る
米
ど
こ
ろ

秋
田
の
イ
メ
ー
ジ
を
最
大
限
に
活
用

し
た
い
と
言
う
思
い
が
あ
る
。

　

一
方
、
主
食
で
あ
る
米
の
消
費
量

は
急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
国
民
一

人
当
た
り
の
年
間
消
費
量
は
六
十
キ

ロ
を
割
り
込
み
、
こ
の
五
十
年
間
で

半
分
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

更
に
今
年
は
豊
作
な
こ
と
も
あ
り
、

米
余
り
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
主
食
の
米
を
飼
料
用
米
へ
転
用

し
た
い
と
の
思
惑
も
あ
る
。

　

米
を
与
え
た
牛
肉
は
、
旨
味
成
分

の
オ
イ
レ
ン
酸
が
増
え
る
と
言
う
研

究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
通
常
肉

に
比
べ
て
肉
質
が
柔
ら
か
く
旨
味
が

強
い
。
更
に
は
脂
の
口
溶
け
が
良
好

と
の
事
で
申
し
分
な
い
と
の
結
果
だ

そ
う
だ
。

　

今
を
遡
る
こ
と
二
年
前
の
平
成

二
十
四
年
十
月
、
長
崎
県
で
開
催
さ

れ
た
﹁
第
十
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
﹂
に
お
い
て
、
秋
田
県
が
所
有
す

る
種
雄
牛
﹁
義よ

し
ひ
ら
ふ
く

平
福
﹂
を
父
と
す
る

県
産
牛
が
本
県
と
し
て
は
過
去
最
高

の
第
二
位
の
栄
誉
に
輝
い
た
。
こ
れ

は
県
内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
生
産

者
や
流
通
関
係
者
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
集
め
た
。

　

こ
れ
は
五
年
に
一
度
開
か
れ
る
日

本
最
大
の
和
牛
品
評
会
で
﹁
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
お

り
、
五
輪
で
言
う
銀
メ
ダ
ル
級
の
高

い
評
価
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

　

当
時
、
県
の
担
当
者
を
始
め
関
係

者
の
力
の
入
れ
様
は
相
当
な
も
の
で
、

受
賞
の
知
ら
せ
に
、
手
を
叩
き
歓
喜

の
声
を
上
げ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
れ
を
千
載
一
隅
の
好
機
と
捉
え
、

﹁
義
平
福
﹂
を
本
県
肉
用
牛
の
広
告
塔

と
位
置
づ
け
、
畜
産
業
の
将
来
を
担

う
ス
ー
パ
ー
種
雄
牛
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　

牛
肉
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ａ

～
Ｃ
、
数
字
の
５
～
１
の
段
階
分
け

で
格
付
け
さ
れ
て
お
り
、
最
高
格
付

が
﹁
Ａ
５
﹂
と
な
っ
て
い
る
。﹁
義
平

福
﹂の
子
牛
の
多
く
は﹁
Ａ
５
﹂﹁
Ａ
４
﹂

に
格
付
け
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
驚
き

の
九
四
・
一
％
と
抜
群
と
の
こ
と
。

　

因
み
に
、
こ
の
大
会
の
第
一
位
は

宮
崎
県
で
大
会
史
上
初
め
て
の
連
覇

だ
っ
た
。
同
県
は
平
成
二
十
二
年
に

発
生
し
た
口
蹄
疫
に
よ
り
、
同
県
有

種
雄
牛
五
十
頭
を
含
む
約
七
万
頭
も

の
牛
が
殺
処
分
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。
劣
悪
な
環
境
の
下
で
の

日
本
一
は
敬
服
に
値
す
る
。

　

今
年
の
十
一
月
、
秋
田
市
内
の
農

業
高
校
二
年
生
三
十
三
名
の
生
徒
が

県
内
の
三
市
場
が
平
成
二
十
四
年
十

月
統
合
し
て
出
来
た
﹁
あ
き
た
総

合
家
畜
市
場
﹂
を
訪
れ
、
子
牛
の

競
り
の
様
子
を
見
学
し
た
。
全
国

か
ら
も
多
数
の
肥
育
農
家
が
来
場

し
、
県
内
で
育
っ
た
黒
毛
和
種
の
子
、

三
百
四
十
二
頭
の
取
引
が
成
立
。
義

平
福
の
子
は
百
二
十
六
頭
成
立
。
売

上
高
は
二
億
円
を
超
え
た
。
普
段
は

見
慣
れ
な
い
流
通
現
場
を
目
の
当
た

り
に
し
て
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
平
均
価
格
が
過
去
最
高

の
六
十
万
八
千
六
百
十
八
円
を
記
録

し
た
と
の
こ
と
。
高
値
が
つ
け
ば
や

る
気
も
起
こ
る
。

　

次
世
代
を
担
う
彼
ら
に
は
大
い
に
期

待
を
し
た
い
し
、
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

秋
田
名
物﹁
い
な
に
わ
う
ど
ん
﹂﹁
き

り
た
ん
ぽ
﹂
を
食
べ
よ
う
と
、
県
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
や
っ
て
く
る
。

　

や
が
て
﹁
秋
田
牛
を
食
べ
に
来
ま

し
た
﹂
と
言
う
人
々
が
大
挙
し
て
訪

れ
、人
口
減
少
に
悩
む
秋
田
県
に
と
っ

て
良
い
波
及
効
果
と
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

言
挙
げ
�

新
ブ
ラ
ン
ド
﹁
秋あ
き

田た

牛ぎ
ゅ
う﹂

権
祢
宜

　鈴

　木

　一

　美
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お正月の松飾りや縁起物、また古くなったお札・お守りをお焚き上げいたします。当
日ご都合の悪い方は、予め神社所定の位置にお納め下さい。

～書籍やぬいぐるみ・置物など神社にご縁のない物や不燃物はお預かりできません。
　○人形類は10月の人形感謝祭にお持ち下さい。
　○環境への配慮からビニール袋等は外してお納め下さい。

どんと祭 1月25日（日）
午前10時～午後3時

厄年・年祝いのご案内
厄年のお祓いや還暦・古稀などの年祝いを迎えられた方々の無病息災・除災招福のご祈願祭を随時
行っております。（団体様やホテル等での出張祈願をご希望の方はお気軽にお問合せ下さい。）

平成27年（乙未）　厄年・年祝い一覧
生まれた年 え　　と 男　性 女　性 年齢（かぞえ）

大正　６　年生  巳（へび） 白　寿（はくじゅ） 99歳
大正15年・昭和元年生  寅（とら） 卒　寿（そつじゅ） 90歳

昭和　３　年生  辰（たつ） 米　寿（べいじゅ） 88歳
昭和１１年生  子（ねずみ） 傘　寿（さんじゅ） 80歳
昭和１４年生  卯（うさぎ） 喜　寿（きじゅ）　 77歳
昭和２１年生  戌（いぬ） 古　稀（こ　き）　 70歳
昭和２９年生  午（うま） 後　厄 62歳
昭和３０年生  未（ひつじ） 還　暦（かんれき　大厄） 61歳
昭和３１年生  申（さる） 前　厄 60歳
昭和４８年生  丑（うし） 後　厄 43歳
昭和４９年生  寅（とら） 大　厄 厄 42歳
昭和５０年生  卯（うさぎ） 前　厄 41歳
昭和５３年生  午（うま） 後　厄 38歳
昭和５４年生  未（ひつじ） 厄 大　厄 37歳
昭和５５年生  申（さる） 前　厄 36歳
昭和５７年生  戌（いぬ） 後　厄 34歳
昭和５８年生  亥（いのしし） 厄 大　厄 33歳
昭和５９年生  子（ねずみ） 前　厄 32歳
平成　２　年生  午（うま） 後　厄 26歳
平成　３　年生  未（ひつじ） 大　厄 厄 25歳
平成　４　年生  申（さる） 前　厄 24歳
平成　７　年生  亥（いのしし） 成　人 満20歳
平成　８　年生  子（ねずみ） 後　厄 20歳
平成　９　年生  丑（うし） 厄 大　厄 19歳
平成１０年生  寅（とら） 前　厄 18歳
平成１５年生  未（ひつじ） 十三参り 13歳

※
年
齢
は
数
え
年
で
す
の
で
、
誕
生
日
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　新
年
を
迎
え
る
と
一
つ
年
を
と
り
ま
す
。
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多
数
の
参
列
の
も
と
、
厳
粛
裡

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

秋
季
例
大
祭
（
十
月
十
六
日・十
七
日
）

　

御
神
体
を
奥
宮
よ
り
里
宮
に
遷

御
い
た
し
ま
し
た
。

閉
山
祭
（
九
月
十
七
日
）

　

愛
着
あ
る
人
形
に
感
謝
し
、

お
焚
き
上
げ
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
い
印
鑑
や
表
札
を
供
養
し
、

塚
に
納
め
ま
し
た
。

　

十
二
月
ま
で
お
祝
い
の
お
子
さ

ま
の
お
参
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

人
形
感
謝
祭
（
十
月
一
日
）

七
五
三
詣

印
章
供
養
祭
（
十
月
一
日
）

三
吉
節
全
国
大
会
（
九
月
十
七
日
）

清興直会当日祭
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明
年
の
三
吉
梵
天
祭
の
打
合
せ

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

梵
天
祭
の
準
備
・
警
備
等
に
つ

い
て
話
合
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

明
年
の
神
宮
大
麻
、
暦
の
頒
布

始
祭
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

赤
れ
ん
が
郷
土
館
等
を
ま
わ
り
、

約
十
キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。

自
衛
警
備
隊
総
会
（
十
一
月
十
三
日
）

歩
こ
う
会
（
十
月
二
十
五
日
）

大
麻・暦
頒
布
始
祭
（
十
一
月
十
七
日
）

梵
天
打
合
せ
会
（
十
一
月
二
十
一
日
）

太
平
山
頂
上

参
籠
所
完
全
閉
鎖

当
神
社
の
梵

天
唄
で
あ
る
三

吉
節
の
保
存
会

会
長
を
永
年
に

わ
た
り
お
努
め

頂
い
て
お
り
ま
す
進
藤
義
声
様
が
、
こ

の
度
本
県
の
文
化
発
展
に
卓
越
し
た

功
績
を
残
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る︽
秋

田
県
文
化
功
労
者
︾に
選
ば
れ
、
十
月

三
十
一
日
県
正
庁
に
お
い
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

進
藤
会
長
は
昭
和
五
十
八
年
に
三
吉

節
保
存
会
を
結
成
、
県
民
謡
協
会
理
事

長
等
を
歴
任
し
、
歌
い
手
の
育
成
と
秋

田
民
謡
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な

ご
貢
献
を
果

た
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

秋
田
県
文
化
功
労
者
受
賞

三
吉
節
保
存
会

　
進
藤
義
声
会
長

十
月
初
旬
に
奥
宮
と
参
籠

所
（
山
小
屋
）
の
一
部
を
閉
鎖

し
た
太
平
山
頂
上
は
、
十
月

二
十
八
日
に
初
冠
雪
を
迎
え
ま

し
た
。
本
格
的
な
冬
を
前
に
、

十
一
月
十
一
日
に
は
山
頂
の
山

小
屋
も
完
全
に
閉
鎖
。
明
年
五

月
ま
で
山
頂
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ

た
世
界
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
初
冠
雪
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１月１日（木）

１月17日（土）

５月７日（木）

５月８日（金）

６月初旬

６月30日（火）

１月25日（日）

２月３日（火）

２月11日（水）

午前零時

神事
午前 6 時

午後６時

太平山山小屋開所 10 月初旬までの 4 ヶ月間、山頂に神職・関係者が
常駐いたします

午後３時

午前 10 時

午前 10 時

午前９時

奉納
午前 10 時～正午

午前 11 時

歳　旦　祭

梵　天　祭

春季例大祭宵宮祭

夏越の大祓

春季例大祭当日祭

ど　ん　と　祭

節　分　祭

紀　元　祭

国家の安泰と皆様のご安寧をお祈りいたします

力の神である《三吉霊神》にあやかろうと威勢良
く先陣を争い梵天を奉納する秋田の冬の伝統行事

（８頁参照）

五穀豊穣や家内安全、各種産業の発展を祈る
春の例大祭

上半期の節目に当たり、自分の罪けがれを祓い清
めます

古くなったお札、お守、縁起物をお焚上げいたし
ます（４頁参照）

福豆をまき供え、除災招福を祈ります

神武天皇建国の偉業を偲び、日本の繁栄と世界平
和を祈念いたします

平成27年　上半期主な祭典・行事予定

師
走
の
大
祓
式

　

こ
の
一
年
の
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
自
分
の
身
に

積
も
っ
た
罪
け
が
れ
を
、
形
代
（
か
た
し
ろ
）
に
託
し
て

祓
い
清
め
、
心
身
と
も
に
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
た
め

の
節
目
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、

　日
時

　平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）

　

午
後
二
時

一
、

　於

　
　神
社
拝
殿

○
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

形
代
で
ご
自
身
の
身
を
祓

い
清
め
、
随
時
ご
持
参
又

は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
三

十
一
日
当
日
神
事
ご
奉
仕

の
上
、
御
神
符
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

○
当
日
ご
参
列
の
方
は
、
参

列
で
き
な
い
ご
家
族
の
方

の
形
代
を
ご
持
参
下
さ
い
。

※
形
代
（
か
た
し
ろ
）
は
神
社
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
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平成27年度　梵天祭ポスター


